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１人１台端末の利活用に係る計画  

 

 

１．１人１台端末を始めとする ICT環境によって実現を目指す学びの姿 

 学習指導要領及び中央教育審議会答申「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの

可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～」では ICTを活用し「個別最適な学び」と

「協働的な学び」を一体的に充実させることが求められている。 

 本町においても、上記を踏まえ ICTを最大限活用し「未来を切り拓く人を育む教育・文化の町」の実現を

目指し、発達段階と各教科等の特質に応じた ICT・情報活用能力の育成に努める。 

 

２．GIGA第１期の総括 

令和２年度に小・中学校全児童生徒分のタブレット端末を調達し、各種設定作業や校内ネットワークの構

築等を行い整備が完了し令和３年度から本格的に運用を開始した。 

また、ICT支援員の配置やデジタルドリル教材の導入を行い、１人１台端末の日常的な利活用の推進や学

習環境の整備に努めた。 

しかし、学校毎に時々ネットワークが不安定になる時や場所によってはネットワークに接続できなくなる

箇所があるとの報告がある。ネットワークアセスメントの結果を踏まえて環境の改善を行う。 

 

 

３．１人１台端末の利活用方策 

 令和２年度に整備した端末の経年劣化による不備が多くなっているため、令和７年度から順次更新を行い

今後の１人１台端末環境を引き続き維持する。 

 また、整備した端末について、以下のように利活用していく。 

（１）「１人１台端末の積極的活用」 

   町内学校の教職員や ICT支援員との情報共有の場を設置し、町内学校の端末活用に関する課題を解決

し端末を有効に活用できる環境を整える。 

（２）「個別最適・協働的な学びの充実」 

   これまで導入している学習ソフト等を引き続き活用し、授業場面に応じた端末の活用を進める。また

県内外の活用事例を共有し学びの充実を図る。 

（３）「学びの保障」 

   町内学校より持ち帰り学習の要望が多く挙げられているため、実現に向けた課題を整理し有効な活用

を検討する。 


